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1, Hela #4Bf. 2 LPS 100 ng/mL 30 H4ABED ™ = R4 > 7 0y M, —IRIFURE
1:1000 IR, RIKIE 1:10000 FHIR,
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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子:2つのマグネシウムイオンを結合します。,ドメイン:TXYモチーフには、リン酸化によってMAPキナーゼが活性化されるスレオニンおよびチロシン残基が含まれます。,酵素調節:スレオニンおよびチロシンのリン酸化によって活性化されます。,機能:環境ストレスおよび炎症性サイトカインによる活性化に応答して、下流の標的をリン酸化します。筋芽細胞分化に役割を果たし、副腎細胞における低酸素状態に対するサイクリンD1のダウンレギュレーションにも関与していることから、MAPK12は分化を促進しながら細胞増殖を阻害する可能性が示唆されます。,PTM:Thr-183およびTyr-185が二重にリン酸化され、酵素を活性化します。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CMGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 MAPキナーゼサブファミリー。, 類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。, 細胞内局在：SH3BP5と結合した場合、ミトコンドリア。, サブユニット：モノマー。シントロフィンSNTA1のPDZドメインと相互作用する。SH3BP5と相互作用する。, 組織特異性：骨格筋と心臓で高発現する。,
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	1, HeLa細胞、2 LPS 100 ng/mL 30分処理後のウェスタンブロット分析。一次抗体は1:1000希釈。二次抗体は1:10000希釈。

